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第１四半期決算のポイント

売上高は、東日本大震災による顧客サプ
ライチェーンの一部影響を跳ね返し前年
同期比増収、直前四半期比でも増収。

営業利益は、「精密小型モータ」と「一般
モータ」の収益性改善を主因に営業利益
率２桁を回復、直前四半期比で増益。

業績見通しを上期、通期ともに上方修正。

＊

＊「一般モータ」・・・ 家電・産業用モータと車載モータで構成される製品グループ
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連結決算業績

（前年同期比較）

-11.2％

-8.8％

-10.9％

-11.4％

-16.7％

-29.1％

+6.1％

増減

55,00012,21013,783当期利益

80.00円
81.74円

80.73円

92.01円

88.48円

対米ドル為替レート

平均・・・

期末・・・

397.2888.2098.95一株利益（円）

83,50017,57121,105税引前利益

90,000

(11.8％)

19,222

(10.7%)

27,115

(16.1%)

営業利益

（営業利益率）

760,000179,073168,766売上高

１１年度

通期見込

１１年度

第１四半期

１０年度

第１四半期
（単位：百万円）
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２０１１年度業績見通し上方修正

9045配当金（円）

11.8%10.5%利益率

80円

133.59

185

300

320

3,050

上期

525当期利益

810税引前利益

80円対米ドル為替レート

379.11一株利益（円）

850営業利益

7,200売上高

通期（単位：億円）

9045

11.8%10.3%

80円

151.69

210

325

370

3,600

上期

550

835

80円

397.28

900

7,600

通期

＜期初ガイダンス＞ ＜修正後ガイダンス＞
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1,653 1,675
1,791

1,688
1,522

1,235

1,736

1,450

1,787

192

236

271

103

180

266
247

217

170

10.7%

16.1%

8.4%

12.4%

15.5%

16.1% 14.8%

12.2%

9.8%

09年度1Q 2Q 3Q 4Q 10年度1Q 2Q 3Q 4Q 11年度1Q

売上高（左軸） 営業利益（右軸）
営業利益率

四半期別の業績推移

（億円） （億円）

2,000

1,000

400

0 0

四半期業績は、前年度４Ｑを底に反転

6

上場グループ企業の営業利益

＊上記は国内会計基準に基づいて発表された業績数値です。

19%29,10048%11,2505,434
上場５社

合計

22%2,60058%1,000577
日本電産

リード

28%5,00063%2,250
（今回上方修正）

1,421
日本電産

コパル電子

8%4,00031%1,000
（今回上方修正）

307
日本電産

トーソク

15%7,50041%2,7001,106
日本電産

コパル

20%10,00047%4,3002,023
日本電産

サンキョー

進捗率計画進捗率計画連結営業利益

11年度通期11年度第2四半期（累計）11年度第１四半期

（百万円）
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175 180 175

128 133 131
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140 144 140
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200

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

HDD市場

当社モータ

（台数：百万台）

（予）

（各種資料より日本電産ＩＲ部推定）

10年度 10年度 10年度 10年度

ＨＤＤモータの出荷台数見通し

11年度 11年度 11年度 11年度

（予）（予）

2QからHDD需要は拡大トレンド
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高容量用ストレージ需要は大幅伸長

処
理
速
度
高
・コ
ス
ト
高

記憶容量大・数量大

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
3.5”/2.5”

15Krpm HDD
（一部SSD）

ｴﾝﾀｰﾌﾟﾗｲｽﾞ
3.5”/2.5”

10Krpm HDD ﾊｲｴﾝﾄﾞﾄﾞﾗｲﾌﾞ
3.5”

7.2Krpm HDD 磁気ﾃｰﾌﾟ

読み書きスピード最重視 記憶容量＆
スピード重視

大容量重視

On-Line Near-Line Off-Line

HDD出荷台数予想

CY2010
31百万台

CY2011
37百万台

HDD出荷台数予想

CY2010
20百万台

CY2011
25百万台

前年比

１９％増 前年比

２５％増（予）

（予）

On-Line

Near-Line

（ﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟ・ｱｰｶｲﾌﾞ）

（予）

（予）

（各種資料より日本電産ＩＲ部推定）

Tier1
(FC/SAS)

Tier2
(SAS) Tier3

(SATA) Tier4
(Tape)
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車載用は燃費規制を追い風に増産対応

0

4,000

8,000

12,000

09年度 10年度 11年度 12年度 13年度

新規顧客（ｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾒｰｶｰ）

既存顧客（ｽﾃｱﾘﾝｸﾞﾒｰｶｰ）

（台数：千台）

2,928

4,339

6,000

8,500

11,000

約４割増

約４割増

約３割増

（予） （予） （予）

当社電動パワステ用モータの中期出荷見通し
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白物家電用は成長著しいアジア向けを倍増

0

10

20

30

40

50

10年度 13年度

0

10

20

10年度 13年度

日本電産テクノモータ海外主力２工場の生産台数見通し

２倍

（予） （予）

中国工場 タイ工場

２倍

（台数：百万台） （台数：百万台）

中国民族系客先への拡販
東南アジアにおける省エネ

エアコン需要の拡大
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節電要請対策に、ＩＥ３モータが貢献

ＩＥＣ（国際電気標準会議）による
「効率クラス」分類

ＩＥ4

ＩＥ3

ＩＥ2

ＩＥ1

プレミアム効率

高効率

標準効率

スーパー
プレミアム効率

国内電力使用制限対策は
喫緊課題。ＩＥ３モータへの
引合いは前倒しで殺到。
他社に先駆け、ＩＥ３プレミ
アム高効率モータを国内で
販売開始。世界市場向け
と併せ、売上高２００億円
（2015年度）を目指す。

ＩＥ３高効率規制対応、プレミアムモータシリーズ

＜用途例＞
搬送機、汎用ﾎﾟﾝﾌﾟ
集塵機等

米国：2010年12月より

日本：2015年目処方針

※米国エネルギー独立安全保障法に適合した「ＩＥ３クラスNEMAプレミアムモータ」を指す

※
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レアアース高騰対策

は、脱レアアースの先頭を走る

ＳＲモータの実用（量産/量販化）

対策２

対策３

対策１

ネオジウムからフェライトへの移行

新構造・新工法で磁石使用量削減

車載用メインモータへの投入早期化
建機・農機への新規引合いは急増

電動パワステ用モータのフェライト化
ＯＡ用メインモータのフェライト化

ローター構造の見直し等で磁石量を削減
設計変更にも柔軟対応（半自動化ﾗｲﾝの為）
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メイン駆動用ＳＲモータの性能は実証済み

Tommy Kaira ZZ EV

2011年5月、大連・平湖ＩＲ説明会でのＳＲモータ仕様車試乗会

SRモータ

14

産機業界もＳＲシステムで追撃

SRモータ

制御装置

モ
ー
タ
効
率
（
％
）

速度（rev/min）

緑：SRモータ

赤：ACモータ

ＳＲモータは
広い速度域で
高効率を実現

＜システム効率の比較＞

＜用途例＞
高速系：ｽｸﾘｭｰ圧縮機、高速ﾎﾟﾝﾌﾟ等
低速系：押出成型、ｺﾝﾍﾞｱ、ﾌｨｰﾀﾞｰ等
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グループ企業
業績ハイライト

16

第１四半期決算ハイライト

---9.0%9.9%営業利益率

45.8%6.2313.61一株利益（円）

45.8%1,1892,600当期利益

45.1%1,7143,800経常利益

47.1%2,0234,300営業利益

51.5%22,40643,500売上高

進捗率
(B)/(A)

1Q実績
(B)

上期予想
(A)

単位
（百万円）

(百万円)

24,679 22,451 21,508 22,40623,502

2,5313,337

2,023
3,203

2,180

0

10,000

20,000

30,000

40,000

前1Q 前2Q 前3Q 前4Q 当1Q

0

1,000

2,000

3,000

4,000
売上高（左軸）

営業利益（右軸）

(百万円)

１Ｑは前年同期比利益率低下も、２Ｑ以降は合理化効果でコスト改善を計画。

日本電産ピジョンを解散し、国内構造改革を推進。

スリー新（新製品、新市場、新顧客）を積極的に展開。

新規顧客大口受注によるカメラ用ステッピングモータの更なるシェア拡大。

米国真空ロボットベンチャー企業と提携し、真空ロボット市場に本格参入。

ローカル競合からシェア奪取し中国大手民族系企業より洗濯機用ユニット受注。

16
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第１四半期決算ハイライト

22.62

1,500

2,250

15.3%

2,250

14,750

上期上方
修正目標
(今回)

95.2%

95.2%

85.9%

---

86.1%

54.8%

進捗率
(B)/(A)

18.3%11.6%営業利益率

15.0715.84一株利益（円）

9991,050当期利益

1,4171,650経常利益

1,4211,650営業利益

7,78214,200売上高

1Q実績
(B)

上期
従来予想
（前回）

(A)

単位
（百万円）

売上高は前年同期比1.9％減、営業利益は12.9％増

推進中の原価改善効果により、営業利益率は18.3％

各段階利益において四半期過去最高を更新

市場・顧客対応力強化により事業基盤拡大・安定化が徐々に伸展

「対応力＋スリー新」で震災等による影響カバー

２Ｑ累計業績を上方修正

17

7,867 7,348 7,434 7,7827,929

1,421

1,151

1,354
1,258

1,204

0

5,000

10,000

前1Q 前2Q 前3Q 前4Q 当1Q

0

500

1,000

1,500

売上高（左軸）
営業利益（右軸）

(百万円) (百万円)
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第１四半期決算ハイライト

---7.3%7.9%営業利益率

48.0%11.4623.86一株利益（円）

48.0%7201,500当期利益

39.4%9852,500経常利益

41.0%1,1062,700営業利益

44.8%15,22734,000売上高

進捗率
(B)/(A)

1Q実績
(B)

上期計画
(A)

単位
（百万円）

(百万円)

19,219
15,22715,92717,244

20,740

2,006

1,106

2,502

1,289

2,316

0

10,000

20,000

30,000

前1Q 前2Q 前3Q 前4Q 当1Q

0

1,000

2,000

3,000
売上高（左軸）

営業利益（右軸）

(百万円)

震災による顧客のサプライチェーンの混乱もあり、当社主力製品の

売上に影響、業績は前年同期比マイナスとなるもほぼ計画通り

一眼カメラ関連売上は四半期過去最高（前年同期比約３割増）
特に交換レンズ部品が好調、ミラーレス一眼市場拡大も後押し

アジア・北米営業強化等でシェアＮｏ．１戦略を加速
ベトナム新工場本格稼働（地の利を活かした拡販）
設計～量産プロセスの現地化（コスト・時間軸対応） 等
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第１四半期決算ハイライト

---18.5%18.2%営業利益率

50.2%25.0950.00一株利益（円）

50.2%351700当期利益

53.3%5331,000経常利益

57.7%5771,000営業利益

56.6%3,1135,500売上高

進捗率
(B)/(A)

1Q実績
(B)

上期予想
(A)

単位
（百万円）

(百万円)

3,211 3,417 3,161 3,1132,989

631
600 577572

631

0

1,000

2,000

3,000

4,000

前1Q 前2Q 前3Q 前4Q 当1Q

0

500

1,000
売上高（左軸）

営業利益（右軸）

(百万円)

前年1Q比で増収増益を達成
前年4Q同様、スマートフォン関連の検査装置が牽引

薄型パッケージ基板等の技術シフトに対応する次世
代検査装置の開発に注力

半導体検査用プローブの開発活動も継続中

20

第１四半期決算ハイライト

単位
（百万円）

上期
従来予想
（前回）

(A)

1Q実績
(B)

進捗率
(B)/(A)

上期上方
修正目標
（今回）

売上高 14,000 6,891 49.2% 14,500

営業利益 550 307 55.8% 1,000

営業利益率 3.9% 4.4% --- 6.9％

経常利益 550 296 53.6% 1,000

当期利益 330 207 62.7% 600

一株利益（円） 8.58 5.39 62.7% 15.59

(百万円)

7,609
7,292 7,854 7,455

6,8917,346

970

307

693

1,190

963

887

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

9,000

前1Q 前2Q 前3Q 前4Q 当1Q Q2予想

0

300

600

900

1,200

1,500
売上高（左軸）

営業利益（右軸）

(百万円)

売上高は前年同期比93.8％、営業利益は31.9％にとどまる

震災影響で4-5月は売上高低調、生産高は3月震災分の在庫調整
により大幅減。

生産高で震災影響が残るものの、6月から売上高が回復傾向に転じた。
Q2後半から本格回復の見込み。

上期予想の上方修正：売上高（+5億円）、営業利益（+4.5億円）
（通期は据え置き）
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－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来
に関する見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来
予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの
開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みま
す。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含ま
れる全ての将来的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手
可能な情報に基づいており、私達は、このような将来予測に基づく記載や発言
を更新する義務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証す
るものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合
があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。

－注意事項－

本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来
に関する見通し、期待、判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来
予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に対する需要変動、各種モータの
開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素を含みま
す。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含ま
れる全ての将来的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手
可能な情報に基づいており、私達は、このような将来予測に基づく記載や発言
を更新する義務を負いません。また、この記載や発言は、将来の実績を保証す
るものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、実体的に異なる場合
があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。
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Nidec ロゴは、日本電産㈱の日本国、米国およびその他の国に
おける登録商標または商標です。

All for dreams ロゴは、日本電産㈱の日本国における登録商標
または米国およびその他の国の商標です。

お問い合わせ先

日本電産株式会社 ＩＲ部

Tel： 075-935-6140

E-mail： ir@jp.nidec.com
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補足資料

業績推移・
製品グループ別

状況

23

24

製品グループ別売上構成（FY11/1Q）

69.6%
(66.6%)

42.4%
(52.0%)

26.0%
(31.1%)

9.9%
（12.7%)

2.1%

4.4%
27.2%
(14.7%)

10.7%
(10.2%)

15.2%
(18.0%)

その他ＤＣモータ
光ディスク装置用、
ＯＡ機器用、
ポリゴンレーザスキャナ用、
その他ブラシレスＤＣモータ

自動車用、家電用、産業用

産業用ロボット、基板検査装置、

高速プレス機器、チップ実装機、
計測機器、変減速機、ＦＡ機器、
カードリーダー

ファンモータ
ＭＰＵクーリング向け、
ゲーム機、
ＰＣ・通信機器用、
家電用、自動車用

その他小型モータ
携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ

ＨＤＤモータ

4.5%
(5.2%)

自動車部品、
物流・サービス他、
オルゴール関連商品

一般モータ一般一般モータモータ

機器装置機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品電子・光学部品

その他その他その他

1,791億円

(   )内のパーセントは前年同期の構成比率

精密小型モータ精密精密小型小型モータモータ

モータモータモータ

カメラシャッタ、レンズユニット、

スイッチ、トリマポテンショメータ、
モータ駆動ユニット、
部品加工、樹脂成型品
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835
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精密小型モータ

719
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ファンモータの推移

32

6

22

15

10

3

0

150

300

450

600

FY10/1Q 2Q 3Q 4Q FY11/1Q
0

10

20

30

40

日本電産 日本電産モーターズ＆アクチュエーターズ

日本電産ソーレモータ 日本電産テクノモータ

日本電産モータ 営業利益（右軸）

（売上高：億円） （営業利益：億円）

248 233

431

一般モータ

461
487

※「日本電産ソーレモータ」は、11年度より日本電産モータに吸収合併致しております

※
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